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天塩川魚類生息環境保全に関する専門家会議座長

辻井 達一 様

下川自然を守る会会長 _- ⊥

サンルダム建設を考える集い代表 ｣ -

名寄サンルダムを考える会代表

サンル川を守る会代表

ネットワーク旭川地球村代表

北海道の森と川を語る会代表

大雪と石狩の自然を守る会代表

旭川 ･森と川ネット2l代衷

(杜)北海道自然保護協会会長

サンルダムに関する藤間点についての要望審

天塩川魚類生息環境保全に関する専門家会蔑 (以下､魚類専門家会滋)にj引ナる熱心な

ご審談を傍聴させていただいています.当初は､まずダムありきではなく論議すべきとか､

辻井座長から､｢流域委員会意見の中の､魚道に関して事前の段階から試験をすることをど

のように理解するのか｣など､広い視点で論語をされている点は重要でした｡しかし､第4

回委員会以降の論議は､広い視点から一転して具体的な魚道の問題となり､さらにサンル

川で魚道試験をするように進んできました｡このような審議過程について私たちは疑問を

持ちましたので､以下に疑問点と今後の進め方について要望書を浸出することにしますの

で､ご回答をお願い致します｡

なお､ご回答は､8月20日までに､北薄遇自然保護協会 (

)宛に､文書と資料によっていただけ

ますよう､宜しくお厨いします｡

1.暫定水位運用について

魚類専門家会議準備会において､開発局は Tサクラマスの保全対策の効展を検証 .把握

する間の措置として､スモル ト降下期の貯水位を低下させる運用を暫定水位運用というふ

うに考えておりますJと説明しました (当日資料一2のp26)｡

開発局は､サクラマス保全対策が不十分な勢合について何も述べていません｡私たちほ､

この説明では､ダムを建設してサクラマスが保全されなかった場合には､暫定水位運用の

ダムが残る帯果だけのとなるのではないかと腺念していますO暫定水位運用のダムは､ダ
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